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近
代
の
漢
字
字
体
に
つ
い
て
の

一
考
察

ー
ー
固
定
読
本
・
文
部
省
刊
行
の
整
理
案
を
資
料
と
し
て
｜
｜

楊

目
Eヨ

沫

て
は
じ
め
に

一
九
四
六
年
「
当
用
漢
字
表
」
が
、
ま
た
一
九
四
九
年
に
は
「
当
用
漢
字
字
体
表
」
が
内
閣
訓
令
・
告
示
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
漢
字
の
形
態
は
一
字
種
に
つ
き
一
字
形
が
定
ま
り
法
令
・
公
用
文
を
は
じ
め
教
科
書
・
新
聞
・
雑
誌
な

ど
に
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
八
一
年
の
「
常
用
漢
字
表
」
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
案
が
成
立
す
る
以
前

は
活
字
や
手
書
き
文
字
の
規
範
が
共
存
し
て
お
り
、
漢
字
一
字
種
に
つ
き
複
数
の
字
形
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
つ

い
て
江
守
氏
の
記
述
を
以
下
に
挙
げ
る
。

明
治
に
入
り
、
活
版
印
刷
の
発
達
に
と
も
な
っ
て
漢
和
辞
典
が
普
及
し
、
こ
れ
が
従
来
の
行
書
・
構
書
に
よ
る
識
字
に
大
き
な
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影
響
を
与
え
、
漢
字
の
字
体
の
認
識
を
混
乱
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
漢
和
辞
典
に
示
さ
れ
た
字
体
は
「
康
県
字
典
』
を
基
準
に
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し
た
明
朝
体
と
い
う
活
字
体
で
あ
り
、
構
書
と
い
ち
じ
る
し
く
異
な
っ
た
字
体
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
字
体
を
康
照
字
典
体
ま

た
は
単
に
字
典
体
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
初
め
の
う
ち
は
小
学
校
な
ど
で
の
「
習
字
」
に
よ
っ
て
構
書
を
身
に
つ
け
、
活
字
体
に

親
し
む
機
会
が
ふ
え
た
に
せ
よ
、
実
際
に
書
く
字
は
構
書
体
に
よ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

し
だ
い
に
学
者
は
字
典
体
で
字
体
を
解

説
す
る
よ
う
に
な
り
、
構
書
に
最
も
通
暁
し
た
書
家
で
さ
え
、
楢
書
と
字
典
体
と
を
混
ぜ
て
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
小
学

校
の
教
科
書
が
固
定
と
な
っ
た
が
、
『
国
語
読
本
』
（
国
語
教
科
書
）
で
は
、
横
書
と
字
典
体
と
が
無
秩
序
に
混
在
し
、

（

1）
 

が
の
ち
の
文
部
省
活
字
や
教
科
書
体
活
字
に
ま
で
引
き
つ
が
れ
た
。

そ
の
状
態

典
』
の
字
形
を
「
字
典
体
」
と
称
す
る
）

ま
と
め
る
と
活
字
、
漢
和
辞
典
な
ど
の
普
及
に
よ
り
「
康
県
字
典
』
の
字
形
を
規
範
と
す
る
新
し
い
「
字
典
体
」
（
以
下
、
『
康
照
字

が
ひ
ろ
ま
り
、
そ
れ
が
従
来
の
棺
書
の
字
形
と
混
ぜ
て
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
そ

の
影
響
が
当
時
の
固
定
国
語
教
科
書
に
ま
で
及
ぽ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
解
消
す
る
べ
く
文
部
省
は
漢
字

字
体
に
対
す
る
整
理
案
を
出
す
こ
と
に
な
る
が

そ
の
う
ち
大
正
八

（
一
九
一
九
）
年
文
部
省
普
通
学
務
局
か
ら
発
表
さ
れ
た
「
漢
字

整
理
案
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
案
は
「
文
部
省
が
体
系
的
に
漢
字
の
字
体
を
整
理
し
た
最
初
の
も
の
で
、

（

2
）
 

字
体
整
理
案
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
」
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
当
案
は
手
書
き
に
よ
る
整
理
案
で
あ
り
、

そ
の
後
の
漢
字

そ
の
ま
え
が
き

に
は
「
現
今
我
ガ
国
ニ
行
ハ
ル
、
漢
字
ヲ
見
ル
ニ
、
其
ノ
字
形
音
訓
及
ビ
用
法
等
ニ
於
テ
整
理
ヲ
要
ス
ベ
キ
モ
ノ
甚
ダ
多
シ
。
今
字
形

ニ
就
キ
テ
之
ヲ
見
ル
ニ
、
従
来
一
般
ノ
標
準
タ
ル
康
照
字
典
ニ
於
テ
モ
、

（

3
）
 

略
こ
の
よ
う
に
、
案
を
出
す
に
至
っ
た
状
況
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
「
凡
例
」
に
は
「
（
一
）
本
案
ハ
尋
常
小
学

（

4）
 

校
ノ
各
種
教
科
書
ニ
使
用
セ
ル
漢
字
二
千
六
百
余
字
ニ
就
キ
テ
、
字
形
ノ
整
理
ヲ
行
ヒ
其
ノ
標
準
ヲ
定
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
」
と
の
記

マ
、
統
一
ヲ
欠
キ
或
ハ
煩
冗
ニ
失
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
（
以
下



述
が
見
ら
れ
、
初
等
教
育
の
場
で
の
使
用
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
更
に
当
案
は
「
凡
例
」
（
二
）
の
「
本
案
ノ

整
理
方
針
ハ
簡
便
ヲ
主
ト
シ
、
慣
用
ヲ
重
ン
ジ
活
字
体
ト
手
書
体
ト
ノ
一
致
ヲ
図
ル
ニ
在
リ
。
」
と
い
う
方
針
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

「
漢
字
整
理
案
」
は
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
字
形
で
あ
る
「
標
準
体
」
と
、

そ
れ
よ
り
簡
単
で
慣
用
が
久
し
い
字

形
と
し
て
二
三

O
余
字
の
「
許
容
体
」
を
区
別
し
て
挙
げ
て
い
る
。
更
に
「
凡
例
」
（
三
）

の
「
本
案
ハ
康
県
字
典
ノ
字
形
ヲ
本
ト
シ

テ
整
理
ヲ
行
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ρ

（
略
こ
と
し
、
基
本
的
に
は
『
康
照
字
典
』
を
べ

l
ス
に
し
て
字
形
が
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

近代の漢字字体についての一考察

か
る
。
当
然
案
の
性
格
上
、
初
等
教
育
と
の
関
連
性
も
予
想
さ
れ
る
が
そ
の
点
に
関
し
て
は
次
の
記
述
が
注
目
さ
れ
る
。

（
略
）
以
上
の
漢
字
整
理
案
は
、
将
来
ひ
ろ
く
国
民
教
育
に
採
用
す
る
見
込
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
こ
れ
を
世
に
公
に
し
て
批
評

を
求
め
る
と
い
ふ
建
前
で
あ
っ
た
の
で
、
国
定
教
科
書
に
は
ま
だ
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
大
正
十
年
六
月
臨
時
国
語
調
査

会
を
設
置
し
、
ま
づ
常
用
漢
字
の
調
査
を
進
め
て
、
同
十
二
年
五
月
常
用
漢
字
表
一
千
九
百
六
十
字
を
発
表
し
た
。
し
か
る
に
、

其
常
用
漢
字
表
中
に
百
五
十
四
字
の
簡
易
字
体
が
採
用
さ
れ
て
居
る
の
で
、
そ
の
関
係
上
常
用
漢
字
全
体
に
わ
た
っ
て
こ
れ
を
筒

そ
の
統
一
を
は
か
る
必
要
が
痛
感
さ
れ
た
結
果
、
大
正
十
四
年
十
月
常
用
漢
字
表
の
字
体
を
整
理
し
た
「
字
体
整
理

易
化
し
、

案
」
が
発
表
さ
れ
た
ー
そ
の
整
理
方
針
は
さ
き
に
発
表
さ
れ
た
「
漢
字
整
理
案
」
に
お
け
る
も
の
と
ほ
f

同
様
の
も
の
で
、
小
学

（

5）
 

校
の
国
語
読
本
、
す
な
わ
ち
現
在
の
い
は
ゆ
る
旧
読
本
に
は
大
分
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

23 

（

6
）
 

右
の
記
述
の
よ
う
に
、
「
字
体
整
理
案
」
の
方
針
は
「
漢
字
整
理
案
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
方
針
は
記
述
の
よ
う

に
「
旧
読
本
」
に
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
が
、
引
用
文
は
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
国
語
審
議
会
答
申
の
「
漢
字
字
体
整
理

（

7
）

（

8）
 

案
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
時
期
的
に
「
旧
読
本
」
と
は
第
三
期
の
固
定
国
語
教
科
書
（
以
下
「
三
期
読
本
」
と
呼
ぶ
）
で
あ
る
と



24 

考
え
ら
れ
る
。
「
字
体
整
理
案
」
は
三
期
読
本
刊
行
後
に
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
の
三
期
読
本
に
採
用
さ
れ
た
の
は
「
漢
字
整
理
案
」

の
字
形
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
記
述
は
「
字
体
整
理
案
」
の
方
針
が
直
接
三
期
読
本
に
反
映
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
「
漢
字
整
理
案
」

か
ら
受
け
継
が
れ
た
同
じ
方
針
の
字
形
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
結
果
論
的
な
も
の
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
江
守
氏
の
記
述
に
つ
い
て
再
考
す
る
と
、
国
定
国
語
教
科
書
の
中
で
少
な
く
と
も
三
期
読
本
に
関
し
て
は
、

あ
る
程
度
基
準
を
設
け
た
ま
と
ま
っ
た
整
理
案
（
こ
こ
で
は
「
漢
字
整
理
案
」
）

の
方
針
が
反
映
さ
れ
て
い
る
点
で
、
全
く
「
無
秩
序
」

に
字
典
体
と
構
書
体
と
が
混
在
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
「
漢
字
整
理
案
」
と
三
期
読
本
を
字
形

の
面
か
ら
比
較
し
、

そ
の
採
用
に
お
け
る
傾
向
性
や
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
者
の
関
連
性
に
つ
い
て
追
求
す
る
。

考
察
に
当
た
っ
て
は
細
か
い
字
形
に
つ
い
て
の
言
及
は
行
わ
ず
、
「
漢
字
整
理
案
」
の
方
針
が
三
期
読
本
へ
採
用
さ
れ
る
全
体
的
な
見

通
し
を
見
い
だ
す
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
。

二
、
漢
字
字
体
整
理
案
の
分
類
項
目

（

9）
 

本
節
で
は
具
体
的
な
字
形
の
整
理
方
針
と
し
て
「
漢
字
字
体
整
理
案
」
を
参
考
に
し
た
分
類
項
目
を
挙
げ
る
。
「
漢
字
整
理
案
」

「
漢
字
字
体
整
理
案
」
は
共
に
採
用
字
形
を
項
目
別
に
挙
げ
て
い
る
が
、
「
漢
字
整
理
案
」
の
分
類
項
目
は
詳
細
な
分
類
を
行
っ
て
い
な

ぃ
。
こ
れ
に
対
し
「
漢
字
字
体
整
理
案
」
は
全
分
類
項
目
を
一
一
一
項
に
分
け
更
に
そ
の
下
住
に
具
体
的
な
漢
字
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
一

二
O
余
り
の
項
目
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
分
類
項
目
は
「
漢
字
整
理
案
」
の
方
針
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。

分
類
項
目
を
以
下
に
挙
げ
る
が
各
項
目
に
付
け
た
番
号
は
基
の
資
料
の
も
の
を
便
宜
的
に
変
え
て
い
る
。
以
後
各
項
目
を
表
す
場
合

は
そ
の
番
号
を
用
い
て
示
す
こ
と
に
す
る

O
F

「
↓
」
の
上
の
字
形
が
字
典
体
、
下
の
字
形
が
整
理
方
針
に
よ
る
字
形
で
あ
り
（
整
理
方



す。 針
に
よ
る
字
形
を
以
下
「
整
理
体
」
と
す
る
）
、
（

）
内
の
漢
字
は
該
当
項
目
に
当
た
る
漢
字
で
あ
る
が
、
便
宜
上
現
行
の
字
形
で
一
不

1 

再
↓
再
（
亭
豪
高
隔
）d 

（
記
紀
）

5 

ァ
、
縦
ノ
線
ヲ
仲
シ
タ
モ
ノb 

近代の漢字字体についての一考察

↓
周
（
周
調
彫
）

↓ 
;ft 

b 

力
↓
カ
（
万
）

b
ヨ
↓
ヨ
（
急
）

2 

旨
↓
吉
（
旨
指
）

反
↓
毘
（
報
服
）

a 

延
↓
延

者
（
者
煮
諸
都
）

（
貰
康
横
）

仕
入
↓
久
（
修
務
饗
）

東
↓
東
（
煉
練
欄
）

異

奥
↓
奥

b 

25 

書
↓
書

7 
a
画
↓
画

号
↓
号

2 

告
↓
告
（
告
酷
）

ゥ
、
横
ノ
線
ヲ
伸
シ
タ
モ
ノ

3 

a 

呆
↓
某

b 

2 

葬
↓
茸
（
構
講
）

3 

今
↓
ム
ア
（
今
吟
琴
）

8 

克
兎
↓
免
（
免
勉
晩
）

b 

駄
↓
駄

c 3 間
↓ 

冊

3 

2 

披
↓
披

誇
↓
誇

唐
↓
唐
（
唐
糖
）

1 

廿
↓
並

c 

与
↓
与

巨
↓
巨
（
巨
距
拒
）

4 

牙
↓
牙
（
牙
邪
）

9 

在
↓
窪
（
確
鶴
）

4 

a 

宜
↓
宜

b 

ヵ
、
画
ノ
数
ヲ
減
ジ
タ
モ
ノc 

殺
↓
殺

a 

具
↓
具

b 

隆
↓
隆

12 

采
↓
釆
（
菜
彩
採
）

17 

舟
↓
舟
（
舟
航
盤
）

キ
、
運
筆
ヲ
変
ヘ
タ
モ
ノ 臭

↓
臭

1 

8 

称
↓
林
（
暦
歴
）

13 

舎
↓
舎
（
会
絵
）

18 

母
↓
母
（
毎
梅
繁
）

1 

宇
↓
半
（
半
伴
判
）

回
↓
回
（
回
廻
壇
）

角
↓
魚
（
角
解
鯛
）

4 

己
↓
巳

3 

e
鼻
↓
鼻

ィ
、
縦
ノ
線
ヲ
縮
一
メ
タ
モ
ノ

1 

周

4 

甫
↓
歯
（
博
縛
敷
）

a 
北

勇
↓
勇
（
勇
湧
）

6 

5 

（
革
靴
僅
勤
歎
漢
度
渡
）

力
↓
カ
（
別
）

b 

2 

a 

ェ
、
横
ノ
線
ヲ
縮
メ
タ
モ
ノ

ヨ
↓
ヨ
（
婦
尋
）

1 

a 

ォ
、
画
ノ
数
ヲ
増
シ
タ
モ
ノ

片
↓
井
（
片
版
牌
）

1 

5 

束
↓
束
（
刺
策
）

巳
↓
巳
（
巻
危
範
）

7 

6 

10 

卑
↓
卑
（
卑
碑
）

奇
↓
奇
（
奇
下
演
租
）

12 

11 

は
ず
↓
廿

、、」↓

L
（
近
速
導
）

3 

者
↓

（
花
芳
墓
猫
）

2 

d 

寛
↓
寛

蓋
↓
董

6 

責
↓
黄

（
僅
勤
）

5 

9 

成
↓
成
（
成
誠
盛
）

10 

11 

4

－r↓
羊
ノ
（
差
着
）

14 

曾
↓
曽
（
曲
目
僧
増
）

15 

黒
↓
黒
（
黒
墨
黙
）

16 

19 

示
↓
ネ
（
杜
祈
福
）

a 

十
什
↓
舟
（
奔
憤

20 

2 

平
↓
平
（
平
坪
評
）

3 

央
↓
芙
（
券
巻
拳
）
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4 （悦）
程）資（

令
鈴
領
）

（頼）
顔輸考

↓

考 小
↓
申

（
幣
尚
鎖
）

8 

戸
↓
戸
（
雇
一
偏
啓
一
屑
炉
）

13 

半
↓
主
（
害
憲
契
）

18 

雨
↓
雨
（
雨
雲
）

23 

亡
iv
亡

25 

h
J
↓
王

（
緑
録
縁
）

30 

主
↓
幸
（
熱
委
）

35 

呉
↓
呉
（
娯
誤
）

h 

教
↓
教

ク
、
組
立
ヲ
変
へ
タ
モ
ノ

a 

月

R
↓
月
（
朝
勝
服
前
愉
）

西
↓
面
（
西
煙
）

締
↓
糸

c 縦9 

b 

b 

品
↓
虫

聴
↓
聴

d 

癒
↓
応

4 

臼
↓ 
18 

（
児
稲
）

婁
婁
↓
委
（
数
楼
）

易
↓
易
（
掲
渇
謁
）

14 

5 

爪

↓

時

（
援
乳
爵
）

9 

系
↓
系
（
系
係
孫
）

14 

来
↓
来
（
耕
）

19 

羽
↓
羽
（
羽
翁
習
弱
）

（
亡
忙
忘
望
）

24 

a 

26 

タ
↓
タ
（
然
燃
）

31 

長
↓
缶
（
御
禦
）

36 

刃
↓
刃

b 

a 主

↓

在

簡

↓

簡

a 

歎
↓
黙

b 

貼
↓
勲

月
目
↓
月
（
肌
肥
肺
肖
育
胃
）

c 

b 

6 

1
U
l
レ
、

I
ノ

、

ノ

（
究
突
深
）

10 

合
↓
舎
（
合
捨
）

20 善
↓
普
（
善
繕
喜
）

入
↓
人
（
内
丙
全
）

15 
力
↓
ク
（
負
像
）

タ
↓
神

本
↓
本
（
述
術
）

邦
↓
邦
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32 
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b （
揺
謡
特
）

c 

九
↓
丸

網
↓
網

護
↓
護c 

c 

聾
↓
声

醤
↓
医

コ
、
簡
易
ナ
字
体
ヲ
採
ツ
タ
モ
ノ

II 

而
↓
西

（
要
覆
）d 

I
 
I
 

I
 
別
体
ヲ
採
ツ
タ
モ
ノ

5 

弁
↓
井
（
瓶
餅
）

10 

合
↓
合
（
飢
飲
）

11 産
↓
雀
（
勧
観
権
）

同
線
↓
星
（
湿
顕
）

15 

e 

僚
↓
条

1 

6 

室
↓
壬
（
径
軽
）

良
↓
虫
（
郎
廊
）

問
↓
田
（
単
品
繰
） 7 

八
↓
げ

（
党
兼
尊
）

a 
11 

夫
↓
天
（
橋
）

16 

Y
↓
、
、
（
冬
終
寒
）

21 

門
↓
円
（
骨
滑
禍
過
）

b 

t

、，
v

F

一，ノ、、

12 

壬
↓
王
（
呈

17 

次
↓
次
（
次
姿

22 

令
↓
令

万
↓
ク
（
免
絶
）

口

6
内
ノ
“

c 

力
↓
ん
（
没
）

d

万
↓
ア

29 

F
↓
戸
（
産

争
↓
多
（
争
浄
静
）

33 

麻
↓
麻
（
麻
摩
磨
）

d 

瓦
↓
瓦

e 

四

J1II 

整

↓

整

百1

恵

↓

恵

ヶ
、
小
異
ヲ
統
一
シ
タ
モ
ノ

2 

a 

d 

動
↓
勲

円
↓
月
（
青
晴
請
）

34 

命
↓
命

（
諭
愉

f 

軌

事rt

g 

n 

姫

↓

姫1 

I 

d
H
↓
月
（
有
賄
）

a 

一
部
ヲ
省
イ
タ
モ
ノ

a 

一
劃
デ
全
部
ヲ
代
表
サ
セ
タ
モ
ノ

b 

隠
↓
隠

2 

余
↓
食
（
倹
険
）

7 

畢
↓
尺
（
択
釈
駅
）

12 

邑
↓
艮
（
即
郷
）

b
官
↓
艮
（
既
節
）

a 

炊
↓
川
（
労
）

a 

16 

日
刀
↓

4
（
壮
装
寝
）

随
↓
随

8 17 

3 

足
↓
足
（
従

主
↓
支
（
銭
残
践
）13 
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陶
↓
W

（覚）

e 

，，、．
r

J

、l
↓

｛

、

（巣）
鹿
↓
鹿
（
鹿
麗
）

29 

百
四
↓
区
（
区
駆
欧
）

挙

（留）

陶
↓
W

府
↓
W

d 

c 

齢

裏
↓
裏
（
壊
懐
）

参
↓
参
（
参
惨
）

23 

雨
↓
両
（
両
満
）

22 

20 

21 

書
↓
寿
（
寿
鋳
）

帯
↓
帯
（
帯
滞
）

乗
↓
乗
（
乗
剰
）

嬬
↓
為
（
為
偽
）

27 

28 

26 

亦
（
変
蛮
湾
）

責
↓
売
（
続
読
）

陸
↓
陸
（
継
断
）

32 

護
↓
発
（
発
廃
）

33 

31 

（
竜
滝
）

（
仏
払
）

38 

集
↓
楽
（
楽
薬
）

36 

（
万
励
）

37 

高
↓
芳

弗
↓
ム

近代の漢字字体についての一考察

揖
↓
摂

焼
↓
焼

様
↓
様

塁
↓
墨

h 

犠
↓
犠

闘

g 

d 

e 

f 

詮
↓
証

q 

封
↓
対

偲
↓
仮

援
↓
拠

識
↓
鉄

控
↓
如

宜1

n 

p 

。快
↓
欠

櫨
↓
炉

y 

亀
↓
亀

堕
↓
塩

豊
↓
豊

淵

w 

v 

x 

u 

fl 

el 

gi 

hl 

Cl 

dl 

霊
↓
霊

宣
↓
壱

賓
↓
実

黛
↓
党

気
↓
気

園
↓
円

11 

昼

牽
↓
台

三
、
「
漢
字
整
理
案
」
と
三
期
読
本
の
字
形
比
較
①

39 

18 

19 

品
問
↓
歯
（
歯25 

30 

轍

箇
↓
凶
（
悩
脳
）

24 

斉
↓
斉
（
済
剤
）

35 

龍
↓
竜

34 

倉
↓
日
一
（
担
胆
）

c 

闘
↓ 

a 

悪
↓
悪

賠
↓
帰

k 

構
↓
窃

b 

解
↓
鮮

来
↓
来

t 

淵

r 

燈
↓
灯

粛
↓
粛bl 

園
↓
図

s 

z 

輩
↓
蚕

al 

所
↓
府

kl 

重

i 1 

j 1 

賓
↓
宝

嘗
↓
当

一
に
は
二
節
の
記
号
で
い
う
と
ア
か
ら
ケ
ま
で
の
項
目
を
整
理
し
て
あ
る
。

本
節
で
は
「
漢
字
整
理
体
」
と
三
期
読
本
を
字
形
の
面
か
ら
比
較
し
三
期
読
本
で
の
整
理
体
採
用
の
様
相
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
表

表
一
の
「
漢
字
整
理
案
の
整
理
体
」
に
は
「
漢
字
整
理
案
」
で
字
典
体
の
字
形
を
変
形
し
て
掲
載
し
て
い
る
も
の
、

（叩）

を
挙
げ
た
。
二
節
で
言
え
ば
「
↓
」
の
下
の
形
態
に
当
た
る
。
項
目
数
が
二
節
で
挙
げ
た
数
よ
り
少
な
い
の
は
「
漢
字
字
体
整
理
案
」

つ
ま
り
整
理
体

27 

で
字
典
体
を
変
形
さ
せ
た
漢
字
の
範
囲
が
「
漢
字
整
理
案
」
よ
り
増
加
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
「
整
理
体
採
用
」
に
は
「
漢
字
整
理
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案
」
の
整
理
体
が
そ
の
ま
ま
三
期
読
本
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
た
。
「
字
典
体
採
用
」
の
項
は
「
漢
字
整
理
案
」
で
は
整

の
上
の
形
態
）
が
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
て
あ
る
。
「
字
種
な
し
」
に
は
該
当

（日）

す
る
漢
字
が
三
期
読
本
で
見
い
だ
せ
な
い
項
目
の
記
号
を
挙
げ
る
。

理
体
で
あ
る
が
三
期
読
本
で
は
字
典
体
（
「
↓
」

表

漢字整理案と三期読本の比較①

キ カ オ コニ ウ イ ア 項
目

36k 23 1 1 1 2a 1 1 2 漢
361 24a 2 2 5 2b 2a 2 3 

整字36m24b 3 3 6 3a 3 4 
24d 4 4C 7 3b 4 5b 理
25 5 4b 8 5 5C 案
28 6 5 10 6a Se 。コ
29 7a 6 11 6b 整
31 9 8 12a 理
33 10 9 12b 体
34 11 10 
35 12 11 
36b 13 12 
36d 14 13 
36e 15 14 
36 f 16 15 
36g 17 18 
36h 18 2oa 
36 i 20 20b 
36 j 22 

23 1 2 5 2a 1 1 整
24a 2 3 8 2a 2 理 期
24b 4 4C 12b 3a 5 体 本員冗
29 5 6 6a 採
33 6 9 6b 用 !7) 

34 7a 10 字
35 9 11 形
36d 13 13 
36g 14 14 
36h 15 15 
36 i 16 2oa 
36 j 17 
36k 18 
361 20 

22 

10 1 1 4 2 
典子11 5 6 3 

21 8 "1 4 
採体24b 12 11 5C 

25 18 12a se 用
28 20b 
31 
36e 

3 4b 10 2b 3b 5b 字
36b 

穫な36f 
36m し
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」ー，、

九

近代の漢字字体についての一考察

表
一
の
よ
う
に
、
「
漢
字
整
理
案
」
の
整
理
体
は
九
六
項
目
あ
る
。
こ
の
項
目
に
該
当
す
る
字
形
以
外
の
も
の
は
当
案
で
は
字
典
体

つ
ま
り
「
漢
字
整
理
案
」
に
は
、
字
典
体
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
字
形
と
そ
れ
を
変
形
し
た
字
形
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
後
者
は
表
一
に
挙
げ
る
九
六
項
目
に
収
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
九
六
項
目
の
整
理
体
の
う
ち
三
期
読
本
に
も
採
用
さ

に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

れ
て
い
る
も
の
が
六
一
項
目
に
当
た
る
の
で
あ
る
。
「
漢
字
整
理
案
」
の
方
針
を
採
用
し
て
い
る
と
す
る
三
期
読
本
で
は
あ
る
が
当
案

の
整
理
体
全
て
を
取
り
入
れ
て
は
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
二
節
の
分
類
項
目
の
例
で
分
か
る
よ
う
に
、
表
一
の
項
目
の
中
に
は
画
の

（
オ
・
カ
v
、
運
筆
を
変
え
た
も
の

長
短
に
関
す
る
も
の

（ア
1
エ
）
、
画
数
の
増
減
に
関
す
る
も
の

（
キ
）
、
組
立
を
変
え
た
も
の

（
ク
）
、
小
異
を
統
一
し
た
も
の
（
ケ
）
な
ど
が
あ
る
が
、
全
て
の
項
目
で
整
理
体
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
1

こ
れ

（辺｝

ら
に
は
字
典
体
の
字
体
を
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
の
な
い
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
画
の
長
短
の

変
更
（
イ
i
エ
）
は
そ
の
骨
組
み
を
壊
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
画
数
の
増
減
（
オ
・
カ
）

で
も
字
典
体
と
整
理
体
の
差
が
一
画
程
度

で
そ
の
差
が
大
き
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
運
筆
の
変
更
（
キ
）
に
は
画
の
方
向
を
変
え
た
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
が
、
三
期
読
本
で
は
整
理
体
四
一
項
目
の
う
ち
二
九
項
目
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
小
異
の
統
一

（ケ）

で
は
全
て
の
項
目
で
整
理

29 

体
が
三
期
読
本
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
画
数
・
字
体
の
面
で
同
じ
で
あ
る
部
分
的
な
形
態
は
あ
え
て
字
典
体
に
戻
し
て
区
別
す
る
こ
と
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な
く
統
一
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

一
方
、
三
期
読
本
の
二
六
に
当
た
る
項
目
で
は
表
の
よ
う
に
「
漢
字
整
理
案
」
の
整
理
体
で
は
な
く
字
典
体
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

項
目
別
に
見
る
と
、
字
典
体
の
縦
画
を
伸
ば
し
た
ア
、
画
数
を
増
加
さ
せ
た
オ
、
画
数
を
減
少
さ
せ
た
カ
、
運
筆
を
変
え
た
キ
に
わ
た

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
整
理
体
と
字
典
体
の
間
で
字
体
の
差
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
画
数

が
異
な
る
場
合
で
も
骨
組
み
で
あ
る
字
体
が
変
わ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、
運
筆
を
変
え
た
字
形
の
画
数
が
字
典
体
と
顕
著
に
異
な
る

場
合
、
画
数
が
変
わ
ら
な
い
と
し
て
も
部
分
的
な
漢
字
の
形
態
を
変
形
さ
せ
た
結
果
も
と
の
字
典
体
と
は
字
体
が
異
な
る
と
判
断
さ
れ

る
場
合
な
ど
に
は
字
典
体
を
優
先
し
て
採
用
す
る
三
期
読
本
の
方
針
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
「
漢
字
整
理
案
」
の
整
理
体
の
三
期
読
本
へ
の
採
用
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
三
期
読
本
の
漢
字
を
そ
の
形
態
か
ら
、
字
典
体

と
字
典
体
を
変
形
し
た
字
形
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
見
た
場
合
、
後
者
の
字
典
体
を
変
形
し
た
字
形
は
表
一
の
調
査
項
目
の
範
囲
で

い
え
ば
「
漢
字
整
理
案
」
の
整
理
体
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
が
多
く
、
両
者
の
関
連
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
結
果
的
に
三
期
読
本
に
採

用
さ
れ
て
い
る
字
典
体
以
外
の
字
形
は
「
漢
字
整
理
案
」
の
整
理
体
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
の
「
秩
序
」
は
見

ら
れ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
反
面
「
漢
字
整
理
案
」
に
見
ら
れ
る
九
六
項
目
の
整
理
体
の
中
で
ど
の
項
目
を
選
ぴ
採
用
す
る
か

と
い
う
選
択
の
面
で
は
恋
意
的
な
側
面
も
見
ら
れ
る
。

目
、
漢
字
整
理
案
と
三
期
読
本
の
字
形
比
較
②

本
節
で
は
二
節
の
分
類
項
目
「
コ
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の
項
目
を
別
に
扱
っ
た
の
は
項
目
名
の
と
お
り
「
簡
易
ナ
字
体
ヲ
採

ツ
タ
モ
ノ
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
項
目
に
属
す
る
も
の
に
は
二
節
の
例
で
分
か
る
よ
う
に
字
典
体
の
一
部
の
み
で
全
体
を
代
表
さ
せ



る
も
の
、
ま
た
そ
の
一
部
を
省
略
し
た
も
の
で
画
数
が
二
画
以
上
変
わ
る
も
の
が
多
く
、
字
典
体
に
比
べ
字
体
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
項
目
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
点
で
表
一
の
場
合
と
は
性
格
が
異
な
る
と
い
え
る
。
表
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
項
目
を
挙
げ
て
い
る
が
、
体

裁
は
表
一
と
同
じ
で
あ
る
。
「
漢
字
整
理
案
の
整
理
体
」
に
は
「
漢
字
整
理
案
」
の
整
理
体
を
挙
げ
下
段
で
は
そ
れ
ら
の
項
目
が
三
期

読
本
で
整
理
体
、
字
典
体
の
い
ず
れ
の
形
態
に
な
っ
て
い
る
か
を
挙
げ
た
。
項
目
皿
を
四
つ
の
欄
に
区
分
し
て
あ
る
が
、
整
理
の
便
か

ら
機
械
的
に
分
け
た
の
み
で
特
別
な
意
味
は
無
い
。

近代の漢字字体についての一考察

ま
ず
「
漢
字
整
理
案
の
整
理
体
」
に
注
目
す
る
と
ほ
と
ん
ど
が
「
許
容
体
」
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
太
字
が
「
標
準
体
」
、

そ
れ
以
外
は
「
許
容
体
」
）
。
「
漢
字
整
理
案
」
は
二
六
O
O余
字
の
漢
字
の
字
体
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
形
態
の
面
か
ら
見
る
と

大
き
く
字
典
体
を
そ
の
ま
ま
取
っ
た
も
の
と
、
字
典
体
を
変
形
し
た
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
一
般
的
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
「
標
準
体
」
に
当
た
る
。
こ
の
「
標
準
体
」
に
対
し
て
「
古
字
俗
字
略
字
等
ヲ
問
ハ
ズ
、
標

（臼）

又
ハ
慣
用
ノ
久
シ
ク
且
広
キ
モ
ノ
ヨ
リ
之
ヲ
採
用
」
す
る
と
い
う
方
針
で
設
け
ら
れ
た
の
が

準
体
ニ
比
シ
簡
単
ニ
シ
テ
書
キ
易
ク
、

「
許
容
体
案
」
で
あ
り
、
二
節
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
字
典
体
と
は
そ
の
骨
組
み
で
あ
る
字
体
が
異
な
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
。
「
許
容
体
』
は
、
「
標
準
体
」
に
す
で
に
あ
る
字
形
に
加
え
て
別
に
設
け
ら
れ
た
字
形
で
「
標
準
体
」
全
て
に
対
し
て
採
用
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
数
で
は
約
二
三

O
余
字
に
な
る
。
結
局
許
容
体
は
標
準
的
な
規
範
と
す
る
「
標
準
体
」
に
対
し
て
、
「
使
用
を
許

す
」
と
い
う
意
味
の
字
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
付
随
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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表

漢字整理案と三期読本の字形比較②

言十 39u 39a 18 1 III II I 項
（ （ 目

3911 39t 38 17e八 四 五
） 

） 

五

七 u a 19 4 a a 
整漢字四 可q b 21 5 b b 

x e 22 7 c c 
y f 23 8 d d 理
z g 24 9 e 案
al I 26 10 の
bl 27 11 整
Cl 29 12a 理
dl ロ1 30 12b 体
el n 31 13 
fl 。 32 14 
gl p 33 15 
hl q 34 17a 
i 1 r 35 17b 
j 1 t 36 17C 
kl 37 17e 
I 1 38 

八 y 5 a 整
10 b 理 期
11 体 読本12a ナ采
12b 用 の

，ナム噌

形
五 可宮 a 19 4 a c 

典字
ノ、 x b 21 7 c d 

z e 22 8 d e 体
al f 23 9 採
bl g 24 15 用
Cl I 26 17a 
el 27 17C 
gi 29 17e 
hl 。 30 
i 1 p 31 
j 1 q 32 
kl r 33 
I 1 t 34 

35 
36 
37 
38 

u m 24 13 b '.:f--i寸’。dl n 145 種
fl 17b な

し

表
二
で
三
期
読
本
に
注
目
す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
整
理
体
で
は
な
く
字
典
体
の
ほ
う
が
採
用
さ
れ
て
い
る
点
が
目
立
つ
。
「
漢

字
整
理
案
」

の
七
四
項
目
の
整
理
体
の
う
ち
、
五
六
項
目
で
三
期
読
本
に
は
字
典
体
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
字
典
体



と
骨
組
み
が
大
き
く
異
な
る
字
形
は
採
用
し
よ
う
と
し
な
い
三
期
読
本
編
纂
の
方
針
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
中
に
は
表

の
よ
う
に
八
項
目
で
整
理
体
が
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
が
い
ず
れ
も
「
漢
字
整
理
案
」
で
「
標
準
体
」
に
分
類
さ
れ
い
る

字
形
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
漢
字
字
体
整
理
案
」
の
項
目
（
二
節
）

で
は
「
簡
易
ナ
字
体
」
で
あ
る
が
「
漢
字
整
理
案
」
で
は

「
標
準
体
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
両
者
の
扱
い
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
整
理
体
は
、
「
漢
字
整
理
案
」
以
後
の
案

（
こ
こ
で
は
「
漢
字
字
体
整
理
案
」
）

で
は
「
簡
易
な
字
体
」
と
さ
れ
別
扱
い
さ
れ
て
い
る
字
形
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
字
形
が
、

近代の漢字字体についての一考察

「
漢
字
整
理
案
」
の
「
標
準
体
」
と
し
て
三
期
読
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
両
資
料
の
関
連
性
を
強
く
物
語
っ
て
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
ま
と
め

以
上
、
「
漢
字
整
理
案
」
と
三
期
読
本
の
字
形
の
比
較
を
通
し
て
そ
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
三
期
読

本
の
漢
字
の
中
で
字
典
体
と
異
な
る
字
形
は
「
漢
字
整
理
案
」
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
あ
る
程
度
い
え
そ
う
で
あ
る
。

じ
か
し
三
期
読
本
は
「
漢
字
整
理
案
」
の
整
理
体
を
全
て
取
り
入
れ
て
は
お
ら
ず
、
字
典
体
の
一
部
を
変
形
し
た
も
の
、
画
数
を
増
減

さ
せ
る
と
し
て
も
一
画
程
度
の
範
囲
内
の
差
に
収
ま
る
も
の
等
は
採
用
し
て
い
る
が
、
字
典
体
と
、

そ
の
骨
組
み
で
あ
る
字
体
が
大
き

く
異
な
る
整
理
体
は
採
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
「
漢
字
整
理
案
」
の
整
理
項
目
全
て
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
点
で
そ
の
選
定
に
は
恋
意

性
が
あ
る
と
も
い
え
る
。

本
稿
で
は
「
漢
字
整
理
案
」
の
字
形
の
三
期
読
本
へ
の
影
響
と
い
う
点
に
注
目
し
、

そ
の
全
体
的
な
傾
向
性
の
把
握
を
試
み
た
が
、

33 

細
部
に
至
っ
て
漢
字
の
字
形
を
細
か
く
検
討
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
二
節
の
分
類
項
目
に
例
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
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の
範
囲
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
漢
字
全
て
で
は
な
い
点
で
更
に
多
く
の
漢
字
字
形
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
点
は

全
て
今
後
の
諜
題
ど
し
た
い
。

註
（1
）
江
守
賢
治
（
一
九
八
八
）
「
字
体
・
筆
順
の
指
導
」
『
漢
字
講
座
ロ
漢
字
教
育
』
明
治
書
院

（2
）
井
之
口
有
一
（
一
九
八
二
）
『
明
治
以
後
の
漢
字
政
策
」
日
本
学
術
振
興
会

（3
）
文
化
庁
（
一
九
九
六
）
『
国
語
施
策
沿
革
資
料
U
漢
字
字
体
資
料
集
（
初
案
集
成
1
）
』
に
よ
る
。
漢
字
は
現
行
の
字
形
に
変
え
た
。

以
下
の
引
用
文
の
場
合
も
同
様
。

（4
）
注
（
3
）
の
文
献
に
よ
る
。

（5
）
保
科
孝
一
「
漢
字
字
体
整
理
案

ω明
治
四
五
年
以
来
の
懸
案
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
七
月
三
八
日
）

（6
）
大
正
一

O
（
一
九
二
一
）
年
六
月
「
臨
時
国
語
調
査
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
同
会
は
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
に
「
常
用
漢
字

表
」
を
公
示
し
た
。
同
表
に
は
一
五
四
字
の
「
略
字
表
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「
常
用
漢
字
表
」
の
字
体
を
整
理
し
た
も
の
が
大

正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
臨
時
国
語
調
査
会
が
発
表
L
た
「
字
体
整
理
案
」
で
あ
り
、
「
漢
字
整
理
案
」
の
方
針
を
受
け
継
い
だ
所
が

多
い
。

（7
）
「
漢
字
字
体
整
理
案
」
は
昭
和
九
｛
一
九
三
四
）
年
一
一
一
月
に
文
部
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
国
語
審
議
会
が
昭
和
一

三
（
一
九
三
八
）
年
七
月
に
答
申
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
に
な
っ
た
も
の
は
昭
和
六
（
一
九
三
八
｝
年
五
月
に
発
表
し
た
「
常
用
漢
字

表
」
で
あ
る
。

（8
）
国
定
国
語
教
科
書
は
明
治
三
七
（
一
九
O
四
）
年
使
用
開
始
の
第
一
期
か
ら
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
使
用
開
始
の
第
六
期
ま
で

全
六
期
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
第
三
期
の
教
科
書
は
大
正
七
｛
一
九
一
八
）
年
か
ら
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
も
の
で
、
正
式

な
名
称
は
『
尋
常
小
事
園
語
讃
本
』
で
あ
る
。
全
一
二
巻
で
あ
り
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
か
ら
大
正
三
一
（
一
九
二
三
）
年
ま
で

に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（9
）
注
（
3
）
の
文
献
に
よ
っ
た
。
な
お
、
項
目
中
「
十
、
二
体
以
上
ノ
一
体
マ
タ
ハ
二
体
ヲ
採
ツ
タ
モ
ノ
」
は
調
査
対
象
か
ら
除
い
た
。



近代の漢字字体についての一考察

（
叩
）
該
当
漢
字
が
無
い
場
合
や
、
項
目
の
字
形
と
一
致
し
な
い
場
合
な
ど
の
理
由
で
取
り
上
げ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
に
挙
げ

た
整
理
体
は
「
漢
字
整
理
案
」
に
見
ら
れ
る
字
典
体
を
変
形
し
た
字
形
を
ほ
と
ん
ど
含
め
て
お
り
、
全
体
の
傾
向
を
把
握
す
る
上
で
は

問
題
が
な
い
と
判
断
し
た
。

（
日
）
三
期
読
本
で
の
漢
字
の
有
無
の
判
断
は
高
梨
信
博
士
九
八
八
）
「
小
学
校
学
年
別
配
当
漢
字
の
変
遷
表
」
（
『
漢
字
講
座
ロ
漢
字
教

育
」
明
治
書
院
）
に
よ
っ
た
。

（
ロ
｝
昭
和
五
六
（
一
九
八
二
年
発
表
の
「
常
用
漢
字
表
」
の
「
前
書
き
（
付
）
字
体
に
つ
い
て
の
解
説
第
一
明
朝
体
活
字
の
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
」
で
は
漢
字
の
字
体
を
「
文
字
の
骨
組
み
」
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
も
こ
の
定
義
に
従
い
「
字
体
」
を
装
飾
的
な
要
素

を
除
い
た
「
骨
組
み
」
と
規
定
し
て
お
く
。

（
日
）
注
（
3
）
の
文
献
に
よ
る
。
こ
の
記
述
は
「
許
容
体
案
」
の
「
凡
例
（
一
）
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

1
0

字
形
判
断
に
使
用
し
た
資
料

O
『
康
県
字
典
』

文
化
庁
文
化
部
国
語
謀
（
一
九
九
九
）

O
「
漢
字
整
理
案
」

文
化
庁
（
一
九
九
六
）
「
国
語
施
策
沿
革
資
料
日
漢
字
字
体
資
料
集
（
初
案
集
成
1
）』

O
第
三
期
固
定
国
語
教
科
書

文
部
省
『
尋
常
小
事
園
語
讃
本

『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧
』
（
上
）
（
下
）

大
正
時
代
全
巻
揃
』
（
『
第
三
期
園
定
国
語
教
科
書

巻
一

i
巻
十
二
』
秋
元
書
房
一
九
七
O
年）

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）
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SUMMARY 36 

A study of the form of Chinese characters in Meiji periOd : Mainly 

based on Textbook of Japanese compiled by the Ministry of 

Education and the kαnji-Seiri-An 

YANG Changsu 

In the Meiji period books using movable type and Chinese 

character dictionaries were common. Since they adopted the forms 

of Chinese characters used in Kokijiten (which we will call “Koki-
foロns”）, the use of their forms spread among the public. Kaisyo ・ 

forms had been used, before Koki-forms were adopted. As a result, 

they had gradually been used simultaneously in one text in spite of 

the differences in their forms and characters with the same meaning 

had often been written in different forms. It is often said that出e

forms in that period were disorderly even in the Textbook of 

Japanese compiled by the Ministry of E壮ucation(abbreviated as 

勘LE.”）. But, in 1919, to deal with the need for .an agreed set of 

forms, the Ministry of Education announced the Kanji-Seiri-An (an 

a汀 angementof Kanji-forms). This set one form for one character, 

taking the Koki-fomis and Ka匂a-formsinto consideration. Hoshina 

s.aid that T.M.E. which was published in 1918 adopted the forms 

proposed in Kanji-Seiri-An. In the present article, I will consider the 

relevance between the forms used in these two texts, and examine 

the criterion to select the forms in T.M.E. 

キーワード：第三期固定読本漢字整理案標準体許容体康鼎字典体


